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要約  

・ COVID-19 の影響により、多くの国で、従来のセンターベース（対

面、12 週間）の心臓リハ（CR）の提供は事実上不可能となってい

る。 

・ 一方、様々なテクノロジー（パンフレット、電話、スマートフォンアプ

リ、電子メール、インターネットWebページ、そしてWebカメラ）の活

用によるCR のしくみが整備されてきている。 

・ テクノロジーベースの新たなＣＲが、今後主流となる可能性がある。 

・ 新たなＣＲには、設備やインターネット環境などの設備の充実が必

要である。 

・ 中所得国や郊外（農村部）などにおける新たなＣＲの実践につい

ては多々課題もある。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？  

・ テクノロジー主導型ＣＲのモデルについて、その利点と問題点を

踏まえて解説されている。 

・ COVID19 パンデミック段階が収束した後、ＣＲの方法に進化・変

革が起きる可能性がある。 

・ 今後、テクノロジーを背景とした新たなモデルの構築が必要となる

かもしれない。 


